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研究主題 美術の幅広 い活動 を通 して、 自己を表現す る喜 びを感 じる授業の創造

基礎 ・基本 を踏 まえて 一

1研 究の背景

1美 術 の授業 に見 られ る生徒 の現状 と課題

生徒 を取 り巻 く社会環境 は、以前 に も増 して速 い速度 で変化 して いる。 それに伴 って、生

徒 はあふ れ る情報 の洪水 にのまれ、情報 に操作 され、 自分 で考 える機会が少 な くな ってい る

傾 向にあ る。

美術 の学習 では、 ものをつ くりなが ら自分 をみっ め、試行錯誤 を繰 り返す実体験 の中で個

の自立 を図 ってい る。 ところが、情報 を簡単 に手 に入 れ られ る社会環境 や機器 の進歩 によ り

自分 を表現 す る努 力 よりも、 ともす ると安易 な模倣 や何 かに頼 った 「自立 しきれない個」 が

美術 の活動 の中に見 られて きた。

自分 の考 えを もち、 お互 いを認 め合 いなが ら、個 と個 が有機 的にっなが る社会 が望 ましい

成熟 した社 会であ る。 さまざまなス トレスや障害を乗 り越 え共生 の社会 が求 め るもの は 「ゆ

たかな人間性」 であ る。人 間形成 の基盤 とな る情操 や感性 を養 い 「自立 した個」 をは ぐ くむ

ことが美術 の大 きな役割 で あると考え る。

1)、

2新 学習指 導要 領を踏 まえた4つ の視 点

(1)視 覚 的言語 と しての ビジュアルコ ミュニ ケーシ ョン能 力の育成

絵を描 く、 もの をっ くるなど、 自分 自身の中 にあ るイ メー ジや考 えを形 や色 に して他者

に伝え る能力や 自分 とは違 う考えや感性 を もった人 と出会 い認 め合 う能力 を育 て る。

② 一人一人が 自分 を表現す る方法を見付 け出す能 力の育成

生徒が 自己を表現す る時 に、 自 らの中 に内在す る ものか ら見付 け出 した り、 多 くの情報

の中か ら自分 とい うフ ィルターを通 し取捨選択 したりで きる能力を育て る。

(3)日 本及 び諸外国 の伝統 文化 のよさを味わ う能力の育成

先人 のっ くりあげた文化 の継承 を生活の中 に見付 けたり、 自分の知 らな い時 代 や場所 、

未知 の世界 に想像 を働かせ た りして、不変的 な もの ・本質的 な ものを探究 しよ うとす る意

欲や態度 を養 う。

(4)表 現 と鑑賞の関わ り

美術的 な作品 だけでな く、 自分 のまわ りにある自然や情景 などを 「見て、感 じる」鑑賞

の能力 を養 うとと もに自己の表現 と影響 させ なが ら、 さ らによい もの を求め よ うとする意

欲 を高 める。

)

II研 究主題設定の理由

人 は本 来 、 描 い た りっ く った り した い とい う欲 求 が あ る。 ま た、 見 た り、 聞 い た り、 読 ん

だ りす る こ とで何 か を感 じる。 そ して 「感 じた」 こと を言 葉 や音 で 表 した り、 造 形 活 動 と し

て表 現 しよ う とす る ので あ る。 創 造 的 な造 形 活 動 は、 自分 の 中 の 「表 現 しよ う とす る心 」 と
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「形 と して表 す基礎 的技能」 の両面 があ って こそ調和 す る。 そのため には、生 徒が感 じた こ

とを引 き出 し、表現 へ と発展 させ る基礎 的技能 が身 に付 くよ う指 導す るとともに、 さまざま

な体験 を通 して、感性 や創造力 を豊 かに し、全 ての生徒 が創造 す る楽 しさを実 感で きるよ う

にす る ことが必要 である と考 え主題設定 の理 由 とした。

皿 研究の仮説

題 材のね らいに沿 った基礎 ・基本 を明確 に して指導 と評価 す ることによ って、

生徒 自身 が創造的 な活動 の中に自己を表現 す る喜 びを味わ うことがで きる。

なお、本仮説 を検証す る研究 の内容 ・方法 として、題材 の中で次 の2点 を視点 とす ること

で問題点 や方向性 を見付 け出そ うと考 えた。

○ 課題 ご との 「で きるよ うにす る」基礎 ・基礎

ρ 学 年や領域 による基礎 ・基本 のと らえ方

本研究における基礎 ・基本 とは

創造 的な表現 をす るために必要 な基礎 ・基本 を項 目別 に整理す る と次 のよ うにな る。

技 術 ・技 能面 の基礎 ・基本

【知識 ・理解 】

形や色、 材料 ・用具等 にかか わる知識、 また、 それ を生 かす理解力

【技術 】

ものを よ く見て、表現す る描写力。材料 ・用具 を使 い こなす技術

情緒面の基礎 ・基本

【関心 ・意欲】

もの ごとに関心 を持 ち、 よさや美 しさを感 じとる気持 ち。想像 した り発想 した り

す る気持 ちな ど

【持続 力 ・到達心 】

発想 か ら完成 まで、 自分 の考えを実現 しよ うとす る気持 ちを持 ち続 け ること

さ らに、 これ らの基 礎 ・基 本 は関 連 し合 いな が ら高 ま って い くと と もに一 っ の体 験 を基 に

循 環 して、 膨 らみ な が ら生 徒 の 中 で 培 わ れ る と考 え た。 ま た、 生 徒 が 自分 を表 現 す る喜 び を

味 わ うよ うに次 の3点 を配 慮 す る。

○ 自らの課題 を確認 し、生徒 自身が 表現方 法を考え選択する。

O発 想か ら完成 までのプ ロセスの中で、段 階的 に自分の表現 に気付 き確認す る。

○ 作品 を鑑賞 し合 う ことで互 いのよ さや個性 を理解 する。
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造形活動 における情緒面 と技術 ・技能面 の基礎 ・基本 との関係図

意 欲 ・関 心
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V授 業実践研究例

【絵 や彫 刻 、 デ ザ イ ンや工 芸 な ど】

1題 材 名 「パ ター ン模 様 と味 の あ るア ジの レ リー フ」 〈2年 ・28時 間 〉

2題 材 設 定 の理 由

美 しい もの を っ くりた い、 そ の 中 で 自分 を表 現 した い とい う欲 求 は人 間 本 来 もって い る も

の で あ り、 ま た美 しい と感 じる もの は、 時代 の流 れ で 多少 の 変化 は あ っ て も、 本 質 的 に は 、

変 わ らな い もの で あ る。

美 しい もの や美 しい と感 じる もの を 表 現 す るに は、 技 術 的 な裏 付 け と な る技 術 や 能 力 を学

習 し身 に付 け る必 要 が あ る。 この よ うな学 習 の結 果 か ら、 自分 の 表 現 を 深 め た り広 げ た り し

て、 次 ぎな る ス テ ップ に進 む こ とが で き る。

本 題 材 で は、 一 っ の作 品 を っ くりあ げ る こ とを ね ら い とす るが 、 作 品 づ くりの プ ロ セ ス を

2っ に分 け、 次 の よ うな基 礎 ・基 本 の学 習 を重 視 す る こ と と した。

● 伝 統 的 な彫 りの技 法(飾 り彫 り)を 学 習 す る と と も に、 材 料 ・用 具 の 扱 い方 を身 に付 け

そ の上 で 自分 が美 しい と思 う模 様 の組 み 合 わ せ を 考 え、 作 品 の 枠 の部分 を彫 り上 げて い く。

● 自然 界 の モ チ ー フか ら美 しい形 、 美 しい色 な どを 見付 け、 観 察 を 基 に描 いた り、 レ リー

フ と して 彫 り込 ん だ りす る。

この プ ロセ ス を通 し、 自分 の と らえ た もの ・表 現 した い もの を確 認 し、 実感 の あ る表 現 に

結 び付 けて 行 く。 この実 感 を繰 り返 し広 げて い くこ とで、 一 っ の 作 品 づ くりの 中 に もそれ ぞ

れ表 現 の違 い が あ る こ とに気 付 き、 表 現 す る喜 び を体 験 で き る と考 え た。

3こ の 題 材 で育 て る能 力(評 価 の観 点)

(1)木 の性 質 の理 解 と彫 刻 刀 の正 しい扱 い方

(2}パ ター ン模 様(飾 り彫 り)の 正 しい彫 り方

㈲ 模 様 を組 み合 わ せ、 自分 な りの デ ザ イ ンを す る力

(4}モ チ ー フ を よ く観 察 し、 描 き込 み、 存 在 感 を表 現 す る力

(5)

(6)

(工芸 的分野)

(工芸 的分野)

(デ ザ イ ン的分 野)

(絵 画的分野)

モチーフの存在感 を生 か しなが らレ リー フとして立体 に表現 す る力(彫 刻 的分野)

ごっ こっ とね ば り強 く制作 す る態度

4こ の 題 材 にお け る基 礎 ・基 本

・デ ザ イ ンを工 夫 し、 バ ラ ンス を考 え て 自分 ら しい構 成 を考 え る。

・彫 りの種 類 、 彫 り方 の違 い に よ る効 果 を理 解 し、 美 し く彫 り上 げ る。

・自然 物(ア ジの ひ ら き)を よ く観 察 し、 実 感 の あ るデ ッサ ンを 描 く。

・彫 りの高 低 に よ る強 さ の違 い や面 の違 い な どに注 意 を して、 生 き生 き と した レ リー フを 彫

る。
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5学 習 の展 開

{1)デ ザ イ ンや工 芸 な ど

導

時間 学 習 の 活 動 指 導 上 の 留 意 点

入

1・ パ ター ン模 様 の彫 り方4種 類 の1・ 片 切 り彫 り ・か ま ぼ こ彫 り ・ひ し彫 り

特 徴 や違 い を理 解 す る。

・彫 刻 刀 の種 類 、 使 い方 の 説 明 。

41・ 木 の性 質 につ い て の説 明

・B5版 、2cm厚 の桂 の板 の裏 に

た め し彫 り(練 習)を す る。

訓読ッキ ー帳 にB5版 の 枠 を と

り、 外 側 か ら1.5cmの と こ ろ に

パ ター ン模 様 を デ ザ イ ンす る。

薬 研 彫 りの形 の違 い を理 解 す る。

・木 表 ・木 裏 の違 い、 逆 目 ・III面 の違 い を理

解 す る。

・た め し彫 りを しなが ら、 切 り出 し刀 の入 れ

方 、 平 刀 で の さ らい方 に注 意 を して 彫 りの

違 い を理 解 す る。

開

①

〔

デ

ザ

イ

ン

〕

2

i

・さ らに そ こか ら内倶彗に5mmの 枠

を と り中央 に む か って深 くな る

片 切 り彫 りに す る。

。デ ザ イ ンが完成 した ら板 に写 す。

・ク ロ ッキ ー帳 に は、 ボー ルペ ンで枠 を とる。

・模 様 は深 い所 は濃 く、 高 い所 は淡 く、 鉛 筆1

で 濃 淡 を っ け、 彫 りの種 類 を明確 に させ る。

・大 きな模 様 は彫 る量 が増 え 、 また形 が は っ

き り しな いの で避iけ る。

1・ 強 度 を考 え、 纒 い模 様 で も5醗 以 上 の厚 み

は保 っ。

i

㌦ り翻 でしきりを入れZ"i

刀 で さ ら うと い う作 業 を繰 り返

しパ ター ン模 様 の彫 りを仕 上 げ

て行 く。

・板 に デ ザ イ ンを写 す と きは
、鉛 筆 を使 う。

展

開

0

〔
彫

8

・切 り出 し刀 を入 れ る位 置
、 深 さ を間 違 え な

い よ うにす る。

・平 刀 を入 れ る角 度 は
、45。 く らい に保 ち、

深 く入 らな い よ うに注 意 す る。

・逆 目 にな った ら順 目の方 向 にそ って 彫 る よ

う にす る。

・切 れ な い 彫 刻 刀 は刃物 研 ぎ機 で常 に切 れ る

よ うに して お く。

酬'1蠕 蹴 轍 調'角 の部分は鰯 でしきり翻 れる・
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(2)絵 や彫 刻 な ど

導

入

展

開

①

テ

ッ

サ

ン

展

開

②

彫

刻

展

開

③

仕

上

げ

ま

と

め

1

2

8

2

1

・レ リー フ(浮 き彫 り)の 表 現 に

つ い て、 プ リン ト等 を使 って学

習 す る。

・ア ジ の ひ ら き を よ く観 察 し
、 ク

ロ ッ キ ー 帳 に デ ッ サ ンす る 。

・板 に カ ー ボ ン紙 を 使 い写 す 。

・浮 き彫 りを す る ため 、 ア ジの ま

わ りを5～8mmの 深 さ で 彫 る。

・荒 彫 りで は、 細部 に こだ わ らず

大 きな面 を意 識 して 彫 り込 む。

・大 きな面 がで きた ら、細部 、頭、

口、 目、 ひ れ等 を彫 る。

・染 料(ま た は着 色 塗 料)を 使 っ

て、 作 品 に色 を付 け る。

・紙 やす りをか け色 の濃淡 を 出す。

・固 形 ウ ッ ドワ ックスを塗 り込 む。

・ブ ラ シ、 布 な どで光 沢 が 出 るま

で 磨 く。

・コイ ン(お 金)な どの レ リー フを見 せ
、 丸

彫 り と浮 き彫 りの違 い に つ い て 説 明 す る 。

・大 きさ、 形 、 厚 み を感 じて、 し っか り と描

き込 み、 濃 淡 で表 現 す る。

・表 面 的な線 に こだ わ らず、高 さの違 いを しっ

か りと表 して い く。

・必 要 な線 は、 そ のっ ど描 き込 ん で い く。

・切 り出 し刀 、 平 刀 、 丸 刀 を 中 心 に使 う。

・仕上 げ段 階 で は、 三 角 刀 な ど も使 い、 ひ れ

の部 分 な どを 線 彫 りす る。

・塗 り残 し、 塗 りむ らの な い よ う注 意 す る。

・染 料 が乾 い た 後、 雑 巾 で 余 分 な 染 料 を 拭 き

取 る。

・高 い所 ば か りに や す りが か か らな い よ う に

注 意 す る。

響 響灘麟雛 懸ご懸糧

・鑑 賞 カ ー ドを作 成 す る。 ・パ ター ン模 様 の美 しさ、 ア ジの ひ ら きの 存

在 感 な ど、 互 い の作 品 を鑑 賞 し合 う。
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【絵 や彫刻 など】

1題 材 名 「あ る人 物 に な ったっ も りで 、 オ ブ ジェ を制 作 す る。」 〈2年 ・12時 間〉

『人 間 は無 自覚 な 資 源 の大 量 消 費 を続 け、 取 り返 しの つ か な い環 境破 壊 や戦争 のあ げ く、

文 明 の 破 綻 を 迎 え た。 環 境 の 悪 化 は多 くの動 物 を死 滅 させ 、 人 間 も同 じ運 命 を 迎 え よ うと

して い た。 この 荒 廃 した世 界 に残 され た もの は人 間 が過 去 数 世紀 にわ た って 出 し続 けた 大

量 の ゴ ミで あ った 。

私 はそ う い う世 界 に生 まれ、 荒 廃 した世 界 を今 日を生 きるため だ けに奔走 す る 日々を送 っ

て い た。 そ う した 中、 私 は ゴ ミの 中 か ら、 あ るモ ノを発 見 す る。 そ の モ ノ と は20世 紀 で は

大 変 有 名 で あ った 芸 術 家 の作 った オ ブ ジ ェで あ った。 明 らか に そ の オ ブ ジ ェ は、 過 去 の 道

具 の一 部 や あ り合 わ せ の 日用 品 を組 み合 わ せ て、 形 づ く られ て い た。 私 は そ の オ ブ ジ ェ に

強 く引 きっ け られ た。

私 は 、 も う一 っ の 宝物 を所 有 して い た。 そ れ は古 い動 物 図鑑 で、 今 で は い な くな った動

物 が精 緻 に描 か れ て い る図鑑 で あ った。 この 図鑑 を繰 り返 しみ て、 過 去 に は こ うい う動 物

が 人 間 と一 緒 に この世 界 に生 きて い た ん だ とい う こ とを想 像 す る こ とが 唯 一 私 の楽 しみ で

もあ った。 そ して 、 この オ ブ ジ ェを み た と きに私 は光 が み え た よ うな気 が した。 あ る考 え

が 浮 か ん だ ので あ る。 図 鑑 の な か だ け に しか み る こ とので き な い動 物 を 自分 の そ ば に お き

た い。 っ く りだせ ば よ い。 材 料 は眼 前 に広 が る無 数 の ゴ ミの 中か ら… 。」

この人 物 に な っ たっ も りで 廃 棄 物(ご み)を 材 料 に して 、 動 物 の オ ブ ジ ェを制 作 す る。

2題 材設定の理由

表現や想像の行為 は本来人間 の欲求 に伴 い展開 されて い くものだ と思 う。 しか し現代 では、

あふれ る情報 、あふれ る物質 によって、人間の欲求が判 然 と しな い状況が あ り、 その ため主

体的 に表現や想 像の活動 に取 り組む ことがで きな い人間が増えて きたように思 う。 生徒 の様

子 をみて いて も、深 く観 察 した り、 自 ら発想や構想 す ることが苦手 で、安易な方法を選ぶ傾

向にあ る。

ここで は苦境 にた った一人 の人物 を想定 し、 その人物 にな ったっ もりで、未来の希望や現

状 を克服 す るための生 きる力 にな る創作行為 を 自分 な りに考 え、作 品 と して表現す るをね ら

い とした。

3こ の題材で育 てるカ(評 価 の観点)

(1)想 定 した人物 のおかれて いる状況 を理解 し、 自 らの思 い として主題 を とらえ る力

② 素材 を組み合わせて、 イメー ジに合 った形体 を構想す る力

(3}素 材の特徴 を生か し、立体 と しての構造美や存在感 を感 じ取 る力

(4)計 画的 に表す態度。
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4こ の 題 材 に お け る基 礎 ・基 本 一 げ

文 章 を読 ん で、 文 章 の人 物 の お か れ て い る状 況 を理 解 し、 文 章 の人 物 の思 い を 、 自 らの 思

い にす る こと で、 想 像 や空 想 を基 に した主 題 や発 想 を具 体 化 す る力 を養 う。 ま た 、 形 と して

の対 象 を よ く観 察 し、 自 ら素 材 を選 び、 組 み合 わ せ る造 形 的 な工 夫 が、 自 ら課 題 解 決 の 方 法

を考 え る こと や、 イ メ ー ジを組 み立 て る力 を養 う こ とに もな る。

・課 題 を理 解 し、 空 想 や イ メー ジを広 げ る こ と。

・発 想 や 構 想 を ス ケ ッチ で表 す こ と。

・自 ら課 題 解 決 の方 法 を考 え、 組 み立 て て い くこ と。

・作 品 を通 して、 互 い の よ さや個 性 を理 解 す る こ と。

5学 習 の展開

学習

段階
時間 学 習 の 活 動 指 導 上 の 留 意 点

・ス トー リーを表 す文章 と絵 を見 て、課 ・文 章を読 み、絵 と して想定す る人物 にっ い

導 題 を理解 す る。 て、理解 す る。

1 ・想定 した人物の情感を理解 し、 自分は ・自分が こういう状況 におかれ た らど うす る

入 こうい う状 況 におかれた らどうなのか か、考え る時間 を取 る。

考 え る。

・この課題 に近い、 各種 のオ ブジェを見 ・各種オ ブ ジェの写真 などや、実際 に この素

展
て、 制 作 す るオ ブ ジェを イメ ー ジす る。 材を使った参考作品を見せる。

2 ・素材(廃 材)の 形 をみて、 自分 のつ く ・素材の種類や、接合(接 着)の 仕方の例を

りた い動物 を決め、 イメー ジスケ ッチ 見せ、造形 の可能 な形 にっいて考 えさせる。

開 を す る。

・イ メージスケ ッチを基 に廃材を選 び、 ・まずっ くりたい動物 のスケ ッチを素材 の こ

1 1
スケ ッチ に重ね合わせ る。

・制作 計画を立て る。

とは考えず にす る。 その後、素材 を考慮 し

たスケ ッチに展開 できた らさせ る。(で き

ない場合 は無理 にさせ ない。)

・台座 に針金で骨組みとしての形を組み ・スケ ッチを もとに骨組 みを針金 で組 み、台

固定 す る。 座 に固定す る。

展 ・イメー ジす る形 に近付 けるたあに、廃 ・素材 の組 み合 わせを考 え る時、 イ メー ジに

材 に手を加え(切 り捨て、解体)成 形 合 う形体だけではなく、構造的な安定や強

開 6
す る。

・骨組 み に組 み合わせ を考え なが ら、廃

度 につ いて も配慮 させ る。

材を縛 り付 けた り接着 させ た りして、

2 イメー ジす る形をっ くり上 げる。

・仕上 げは、 じか付けの粉末材を塗 り着 ・粉末材 と着色による仕上げの面白さに も気

色 して仕上 げる。 付かせ る。

ま ・班 ごとに作 品 を互評 し、班で班 の代表 ・班 での作 品の発表 に時 間を とる。

と 2 作品選び、班単位で発表する。 ・自己評価 カー ドに評価 ・反省 ・感想 を記入

め ・自己評価 をす る。 させ る。
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【デザ イ ンや 工 芸 な ど】

1題 材 名 「マ イ ・ブ ラ ン ド ・ グ ッ ズ 」 〈2年 ・12時 間 〉

2題 材 設 定 の理 由

現 代 の 社 会 で は、 ものが あふ れ、 ま た、 便 利 に な りす ぎた た め に と もす る と生 活 の 中 で 人

間 が 本 来 必 要 とす る ものが 何 で あ るか を考 え た り、 創 造 した りす る力 が乏 し くな る こと もあ

る。 普 段 何 気 な しに 日常 生 活 の 中 で使 って い る もの は、 す べ て人 間 が っ くり出 した もので あ

り、 そ の 目的 に よ って あ らゆ る角 度 か ら研 究 し、 使 い や す く工 夫 され た もの で あ る。 これ ら

の点 を 十 分 に理 解 す る ことが 、 デ ザ イ ンの基 礎 ・基 本 を身 に付 け る上 で の重 要 な ポ イ ン トで

あ る。

本 題 材 で は、 自分 の興 味 あ る もの を モ チ ー フ と して選 び、 現 実 の 商 品 と して 自 らの ア イ デ

アを 基 に デ ザ イ ンす る。 ま た、 そ れが ど の よ うな か た ち で生 活 に働 きか け る もの な のか を十

分 に検 討 し、 生 徒 一 人 一 人 の豊 か な発 想 を生 か し、 幅広 い分 野 の 自分 ら しい 自分 な らで は の

商 品 を 創 作 す る。 学 習 活 動 の 中 で は、 特 に そ れ らを っ く るま で の過 程 を重 視 し、 商 品 自体 は

完 成 予 定 と して 平 面 か 立 体 表 現(立 体 モ デ ル)と した。 また、 デ ザ イ ンす る上 で 背 景 に あ る

考 え 方 や 機 能 ・効 果 を基 に した マ ー クや ネ ー ミン グを考 案 し、 発 表 段 階 で ア ピー ルす る こと

で 、 もの づ く りの楽 しさ と と もに他 者 へ の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの手 段 を学 べ る よ う考 え て み

た。

3こ の題材で育て る能力(評 価 の観点)

(1)デ ザ イ ンの目的や意味 を理解す る力

(2)見 る人、使 う人 の立場 にな り考 える力

(3)環 境を見っ め、改善点 に気付 く力

(4)用 と美の調和 を考え工夫す る力

㈲ 分か りやす く他者 に表現 し、説明 で きる力

4こ の題 材 にお け る基 礎 ・基 本

・デ ザ イ ンが 生 活 に及 ぼす 働 きにつ い て の理 解

。環境 を 見 っ め、 構 想 を練 る力

・自 らの 構 想 を ア イ デ ア ス ケ ッチす る力

・分 か りや す く周 囲 に表 現 す る方 法 ・技 法 の習 得

(レ タ リ ング ・ネ ー ミング ・マ ー ク ・イ ラス ト・

立 体 モ デ ル ・コ ン ピュ ー タ表 現)

㊧mmi㊤

麟遜蜜欝墨璽]
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5学 習 の展 開

導

入

展

開

1

展

開

2

ま

と

め

時間

1

6

3

2

学 習 の 活 動 指 導 上 の 留 意 点

・身 のまわ りにあ るデザイ ンされた

ものを探 し、 それ ら一 っ一 っにっ

いて用途 目的、工夫 されている点

な どをカー ドに記入 してい く。

・野外調査 に
記 録 力_

・見付 け出 された ものには、 それぞれ用途 や 目

的使 い手 の立場 にな り形 や色が決 ま ってい る

ことに注 目させ、 デザイ ンが生活 に及 ぼす働

きにっ いての理解 を深 める。

ド ・幅広 い分野 の中か ら自分 の興

行 き、資料

を集 め る。

・探 し出 した

資料 を基 に

自分がっ く

ってみ たい

ものを絞 り

込 む。

・表現 してみ

た いデザ イ

ンを思い付

くままにス

ケッチす る。

,aき 弓
品物名 ・・

用途 ・・

馬噴tり3。

目的 ・・

予ヤ生 ・・{嚢 掃 ・よ♂㌔

色 ・。tり3D1'ら 減 上 雪 的

に 算 ぞ 。

材 質 ・ ・7。 ラ・う・77a3気

そ の他 の特 徴

うサ:II

⊃㌧ハoワ ト ナ～ サ ィスドiH

特 ～ヴ き 場 ・闘o

・スケ ッチ

＼

響 撫 ∴無 一%じ

1・ 幽 舌 痴 岬 烈 甲)

t、 ～い1猷,破 酌 甥 りL'つ。

め 特,此'耽 岐 〕1』哺 ン。ラスう・7ピ」うゲ凶 し《な 【b

味 ある ものを見付 け出せ るよ

うに、で きるだ け具体的 な例

を あげて説明す る。

・ア イデ アが決 ま った時点 で商 品名

の工夫(レ タ リング)及 び、 自分

の ブラ ンドマークをデザイ ンす る。

・商 品を分 か りやす く説 明す るため

のプ レゼ ンテーションを作成す る。

〔モデル作成(平 面または立体)〕

・商品のモデルまたは完成予定図を

作成する。大きいものは縮小する。

〔発表 ・鑑賞〕

・各 自が考案 した商品を、パ ネル と

モ デルを使 い、分か りやす く発表

す る。

・デザイ ンす るまでの過程 や
、 商品

と しての工夫 な どにっいて、仲 間

のアイデ アを鑑賞 す る。

・それ はどん な用途、 目的が あ

るものな のか、 その ためには

どんな形 や色が好 ま しいのか

十 分 に検 討 させ る。

・商品をデザイ ンす る上 での背

景 にあ る考え方、機能 ・効果

を基 に した ネー ミング、 マー

クを検討 させ る。

・分 か りやす く説 明で きるよう

に表現方法 な ど工夫 させ る。

(B3画 用紙 にマ ジック ・カ

ラーペ ンな ど自由に使用。 また、 コンピュー

タの使用 も可 とす る)

怯
§豪 しくサイワリガ'尋 をチーマ酎 珊・しひ鵡

・一番分か りやす く表現するための方法を考え

させるよう留意する。特別に必要とする部品

類などは、各自で準備させる。

・個 性を生 か し工 夫 してで きた作品 には
、 それ

ぞれの良 さがあ ることに気 付かせ る。

・自分の作 品を説 明す ることで、 自分 の考えを

表 現で きる喜 びを味わわせ る。

n臼 了εUE
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ど勧1
ぬ欝, 舞 し離

麟 獅

織辮

6考 察 ・ま とめ

本 題 材 を 通 して 生 徒 が 普 段 何 気 な し

に見 過 ご して い る ものへ の関 心 、 身 の

まわ りに あ る もの の意 味 を少 しず っ で

も考 え る よ うに な って きた と思 わ れ る。

自分 の興 味 あ る もの を追 求 す る とい

う点 で は、 取 り組 みや す い課 題 で あ る

し、 ま た表 現 方 法 に お い て も 自分 の得

意 とす る技 法 を選択 で きる ことによ り ・

ス ム ー ズ に 自 己表 現 で きる喜 び を味 わ

え た の で は な いか と考 え る。

同 時 に商 品 を デザ イ ンす る

こ と難 しさや 厳 しさ、 そ し

て 、 喜 び も感 じ られ た こ と

だ ろ う。

轡 .

騨

畿 羅襲
瓶 隔嚇桝

、嚇鷲 凋

轡朝

鱒鋼職"

撚 繍 囎糊

一13一



【絵や彫刻 など】

1題 材 名 「擬 音 語 か ら うけ るイ メ ー ジの創 造 」(抽 象 表現 を 通 して)〈1年 ・14時 間 〉

2題 材 設 定 の理 由

美 術 の 学 習 にお いて は、 デ ッサ ンカ 、 色彩 の 知 識、 の こ ぎ りや彫 刻 刀 ・カ ッタ ー と い っ た

道 具 の 正 し く安 全 な 使 い方 な どが 技 術 的 な面 で の 「基 礎 ・基 本」 とい え るが、 そ れ だ けで な

く、 造 形 活 動 の 中 に は、 全 て の場 面 で土 台 とな る総 合 的 な基 礎 ・基 本 が必 要 で あ る。

そ れ は、個 性 を生 か して 多様 で 創 造 的 な造 形 活動 を して い くた め の感 性 や 感 覚 、 創 造 力 、

表 現 力 ・創意 工 夫 す る力 、 そ して 鑑賞 の能 力 な どで あ る。 さ らに、 これ らの能 力 を 発達 段 階

に応 じて 身 に付 け、 自 らの 考 え を 基 に一 層 高 め た り深 め た りす る と と もに生 活 に生 か す こ と

の で き る力 で あ る と考 え る。

本 研 究 にお いて は、 絵 画 を テ ー マ と し、 絵 を描 く行 為 とは な に か、 表 現 す る こ と と は何 か

とい う こ とを考 え た。 一 つ は、 「デ ッサ ン」 の よ うに見 え た と お りに表 わ す こ と で あ る が 、

視 覚 を通 して 表現 した もの は、 ど う して も対 象 とな った もの に 「似 て い る、 似 て い な い 」

とい う こ とに終 始 して い まい が ち で あ る。 しか し、 視 覚 に頼 らず、 音 楽 や擬 音 を通 して 受 け

た感 覚 を基 に 自己 の イ メ ー ジを抽 象 的 な形 や色 で表 現 す る、 っ ま り、 純 粋 に 頭 に浮 か ん だ イ

メー ジそ の まま描 く表 現 が、 造 形 的 な基 礎 ・基 本 を養 う上 で効 果 が あ り、 自己 の 表現 の 幅 を

広 げ る と考 え た。

また 、抽 象 的表 現 の作 品 を鑑 賞 す る こ とに よ って、 美 術 作 品 に対 す る生 徒 一 人 一 人 の 表 現

と鑑 賞 の 幅 を広 げ た い と考 え、 本 題 材 を設 定 した。

3こ の題材 で育 てる能 力(評 価 の観 点)

(1)抽 象表現 や作 品に対 す る正 しい理解

② 自己のイ メー ジを ス トレー トに表現 す る能 力

(3}自 己の表現 に合 わせて画面 を構成 す る能力

(4}自 他 の作 品に対 す る理解力

4こ の題 材 に お け る基 礎 ・基 本

(1}擬 音語 を読 ん で 自分 の頭 の 中 に浮 か んだ イ メー

ジを そ の ま ま絵 画(平 面 作 品)と して表 現 で き

る能 力

② 造 形 的 に表 現 す るた め の技 術 ・技 法

・色 の感 情 、 補 色 対 比 等 、 色 彩 の特 性 の理 解

・線 や面 の特 性 の理 解 と構 成 力

・コラー ジュ、 フ ロ ッター ジュ、 デ カル コマニ ー

等 の表 現 技 法 の習 得

懸
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5学 習 の展開

時間 学 習 の 活 動 指 導 上 の 留 意 点

・美術史上 に残 る抽象画 を鑑賞 して 自分 ・第 一 印 象 を 大 切 に し、 思 った こ とを

導 が 受 け た印 象 につ いて 話 し合 う。 素 直 に述 べ させ る。

・抽 象 画 は、 き ちん と した意 図 の下 に描 ・抽 象 作 品 を 自 らの考 え を も って正 し

4 か れ て い る こ と を理 解 す る。 く鑑 賞 で き る能 力 を育 て る。

・様 々な技法を知 り、その技法 を習得す ・様 々 な技 法 の活 用 法 、 作 品 へ の生 か
入

る 。 し方 などを簡単 な実習 を通 して理解

さ せ る。

[擬 音 語 例]ふ に ふ に 、 へ ろ へ ろ 、 く ち ゃ く ち ゃ、 う に う に 、 ぽ ち ぽ ち 、 わ ら わ ら

ぎ し ぎ し、 た ら た ら、 あ れ あ れ 、 お さ お さ 、 と ろ と ろ 、 ぴ り ぴ り、 う ら う ら、 も ち も ち

し ゅ う し ゅ う 、 ごん ごん 、 ち 一 ち 一 、 ど ち ゃ ど ち ゃ、 ぐ 一 ぐ 一 、 か っ か っ、 じ ゅ わ っ ち

ど べ っ た 、 び う ろ う 、 ぶ ち ゃ、 ず っ、 あ び ば 、 ぎ ょ 一 ん 、 も た っ、 ば と っ、 ぶ ぶ ぶ ぶ っ

ぢ ゃ っ と 、 ぶ ろ う ろ 、 み ゅ 一 、 だ っ、 げ ほ っ

展

開

ま

と

め

8

2

・上 の擬 音 語 か ら 自分 が感 じた イ メー ジ

を ス ケ ッチ に表 す。

・イ メ ー ジに あ った技 法 を考 え る。

・ス ケ ッチ を基 に導 入 で習 得 した技 法 を

使 い なが ら作 品 に す る。 条 件 と して 、

10の 擬 音 語 を選 ん で 制 作 す る。 材 料 は

自 由 に考 え る。

・自 己評 価 カ ー ドを作 成 す る。

・ク ラ ス の中 で 鑑 賞 す る。

・ク イ ズ形 式 で 、 友 達 の作 品 に使 われ た

擬 音 語 を当 て て み る。 その 後 、 作 者 が

正 解 を述 べ る。

・概 念 に と らわ れ る こ とな く、 自分 の

イ メー ジを 大 切 に させ る。

・自分 の イ メ ー ジを効 果 的 に表 せ る技

法 を導 入 時 に実 習 した 技 法 か ら見 付

け出 す。

・似 通 った擬 音 語 を選 ぶ の で な く、 多

様 な表 現 が可 能 とな るよ う に語 句 を

選 ぶ 工 夫 を させ る。

・模 倣 で な く、 自己 の感 覚 や感 性 を大

切 に して表 現 させ る。

・自分 の作 品 を、 自 己評 価 カー ドを通

して振 り返 って み る。

・自他 の作 品 につ い て、 考 え、 批 評 し

合 う力 を育 て る。
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【デ ザ イ ンや工 芸 な ど】

1題 材 名 「世 界 で た った1っ の オ リジナ ル時 計 」 〈3学 年 ・11時 間 〉

2題 材設定 の理 由

私 たちが生活 してい る身のまわ りを見渡 してみると、美術が大変重要 な役割 を果 た して い

ることに気 付 く。使用 す る事 を 目的 とす るものに もただ単 に機能性 だけで な く、形、色、材

料 な どに制 作者の心情 が込め られてい る。

本研究 で は、 日常生活 の中で、身近 に使 ってい る時計 を題材 として、美術や デザイ ンが生

活を心豊 か にす る ものだ と再確認 してみ る。 また、様 々な手段 を用 いた幅広 い活動 を通 して

制作す ることによって、 個性を生 か した表現 がで きるよ うに した。

表現方法や手段の幅を広 げることは、 自分 を表現 す る手立 てを広 め ることで もあ り、 自己

表現す ることの喜 びを味わ うことにもっなが ると考 え る。

3こ の 題 材 で 育 て る能 力

(1)実 用 的 で あ る こと と、 創 造 して い くこ との 両方 の観 点 か ら制 作 して い く力

② イ メ ー ジに あ った材 料 、 表 現 方 法 を 考 え て制 作 す る力

(3}基 本 的 な技 能 や 知 識 を生 か し、 応 用 して 制 作 す るヲ」

(4)計 画 的 に制 作 しよ うとす る態 度

㈲ 制 作 活 動 を通 して、 表 現 す る こと の喜 び を感 じる姿 勢 、 態 度

4こ の題 材 に お け る基 礎 ・基 本

・自分 独 自 の イ メ ー ジを もち、 そ れ を ス ケ ッチ に表 す 。

。イ メ ー ジに合 った材 料 を選 択 、 収 集 す る。

・個 性 を生 か した表 現 方 法 を考 え る。

。使 用 す る道 具 を正 し く使 う。

・材 料 を加 工 して い く方 法 や接 着 方 法 、 着 色 方 法 な ど を適 切 に行 う。

・自他 の作 品 の よ さ を認 め合 う。

》縛
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5学 習 の展 開

時間 学 習 の 活 動 指 導 上 の 留 意 点

・授 業 内 容 を知 る。 ・実用性 と装飾性 とい う意味 を投 げかけ考

導 え さ せ る 。

・時 計 と して 機 能 す る た め の条 ・時 計 で あ る こと の条 件 を考 え さ せ る。 グ

1 件 を考 え る。 ル ー プで 話 し合 い、 他 者 との考 え方 の違

い に気 付 き、 発 想 を広 げ る。

入 ・実 際 の 時 計 か らイ メ ー ジをふ ・時 計 店 、 材 料 店 に行 って み るこ とを勧 め、

く ら ま せ る 。 実際 の時計 を改 めて見直 して み る。

・イ メ ー ジを も と に ス ケ ッ チ を ・実 用 性 をふ まえ た デ ザ イ ンに な って い る

行 い、 デ ザ イ ンを 決 定 す る。 か を確 認 させ る。

・材 料 、 資 料 を集 め、 材 料 等 か ・材 料 の特 質 を生 か した デ ザ イ ンで あ るか

展 1
らっ く りた い もの を再 検 討 す を考 え させ る。

る 。 ・固 定 観 念 に こだ わ らな い よ うに、 手 段 や

方 法 を ア ドバ イ スす る。

・ス ケ ッチを もと に計 画 的 に制 ・ス ケ ッチ を もと に制 作 を 進 め て い くが 、

作 す る。 制作途中で のデザイ ンの変更 があ って も

開 8

・道具や材料 を活用 して表現 を よ い 。

工 夫 す る。

・組 立 、着 色 、 塗 料 等 を 工 夫 し ・仕 上 げ方 法 を考 え させ る。

て 仕 上 げ る。

ま ・自他 の作 品 を鑑 賞 し合 い、 評 ・評 価 カ ー ドに記 入 し、 作 品 及 び制 作 過 程

と 1

め 価 す る。 等 につ いて ま と め る。
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[絵や彫刻 など]

1題 材 名 「想 い を込 め て」 〈2年 ・12時 間〉

「喜 怒 哀 楽 」 を テ ーマ と した表 情 の お面 の制 作 を行 う。 そ の際 、 発 想 の手 立 て と して 「～

の時 の ～ な顔 」 とい う場 面 設 定 を し、 想 い を込 め や す く した。 ま た、 材 料 に つ い て は、 紙 粘

土 を主 材 料 とす るが 、他 の材 料 を付 け加 え 自分 の考 え に そ った表 情 を工 夫 す る。

2題 材設 定 の理 由

個 性 を 大 切 に と言 わ れ て い る現代 で あ るが、 生 徒 の美 術 作 品 を み る と 自分 を表 現 しきれ て

い る と は言 い難 い。 生 徒 の 多 くは、 流 行 に敏 感 で持 ち物 な どを見 て も同 じよ うな もの に興 味

を もち 、 同 じよ うな こ とを す る こ とで満 足 して い るよ うで あ る。 人 と違 う こ と を思 った り、

考 え た り して い るが それ を 表現 す る こ とを嫌 が る。人 は同 じもの を見 て も感 じ方 が違 い、違 っ

た意 見 や 考 え を も って いて 当然 で あ る。

「表 情 」 に は人 の 気 持 ちが現 れ や す い。 顔 の一 部 分 だ けで もそ の人 の 感情(気 持 ち)を 感

じ取 れ る時 が あ る。 そ こで、 お 面 と い う題 材 を 使 い 自分 の 想 いを込 めた表情 をっ くってい き、

感情 を 表 現 す る こ と を実 感 させ よ う と考 え た。 また、 表 情 を 見 て友 人 が ど う感 じた か を 知 る

こ と に よ り、 自分 と は違 っ た意 見 や 考 え が数 多 くあ る こ と に も気 付 か せ よ う と考 え て み た。

3こ の題材で育 てる能力(評 価の観点)

(Dア イデァを意 欲的 に考え る態度

② 自分の イメー ジを形や色 に して表現 し、工夫す る力

(3)材 料の特質を生か し、構成を考え る力

(4)作 品 を鑑賞 し、表現や感 じ方 の違 いを理解す る力

4こ の 題 材 にお け る基 礎 ・基 本

・イ メ ー ジ した ア イ デ ア を ス ケ ッチ に表 す 。

・平 面 か ら立 体 に制 作 す る。

・自分 の イ メ ー ジに あ った配 色 や 描 き方 を工 夫 す る。

・日本 の伝 統 文 化 を理 解 す る。
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5学 習の展開

導

入

1

導

入

2

展

開

ま

と

め

時 間

1

3

7

1

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

・お面 に っ い て の説 明 を 聞 き、 そ

の歴 史 等 に つ いて理 解 す る。

・ 「表 情 」 とは何 か、 考 え る。

・お面 に っ い て の プ リ ン トを基 に

調 べ る。(宿 題 の説 明)

・お 面 の調 べ方 を 説 明 す るが 、 次 の点

を 重 視 す る よ う指 導 す る。

○ お面 の 歴 史(伝 統)に っ いて

○ 地域 性(何 に使 っ たか)

・で き るだ け多 くの 資 料 を 集 め
、 お面

の 目的 ・役割 を 気 付 か せ る。

・調 べ て きた こ とを も とに班 の 中

で発 表 し合 う。

・自分 の お面 の イ メ ー ジを考 え な

が らア イデ アを スケ ッチ に表 す。

・場 面 を設 定 す る。

灘
麟

　

/

・'
レ
鋸

》

翻
▽

・他 人 の意 見 に振 り回 され な い よ うに

自分 の アイ デ アを 大 切 にす る。

・調 べ て きた もの を 掲 示 す る。

・自分 な ら、 この 場面 で は こ う ゆ う感

情(想 い)を もっ こ とを 考 え る。

・場 面 や どん な想 い を込 め るのか、

その た め に は ど の よ うな表 情 を

つ くって い くのか を考 え 制 作 し

て い く。

・配 色 や塗 り方 を 考 え 着 彩 す る。

・常 に 自分 の イ メ ー ジを 考 え なが

ら作 業 す る。

・仕 上 げ にニ スを 塗 る。

・自分 の お 面 に っ い て の ま と め 、

プ リ ン トに 書 く。

・ク ラス の 中 で 鑑賞 す る。 数 点 を

選 び鑑 賞 し意 見交 換 す る。

・制 作 者 の考 え を発 表 し、 班 の 中

で意 見 交 換 を す る。

・プ リン トを見 て文 化 に よ って の

違 い な どを知 る。

・紙 粘 土 の特 徴 を知 る。

・壁 に飾 る ので 、 重 た くな らな い よ う

に工 夫 させ る。

・失 敗 を意 識せ ず、 っ くりな が らイメー

ジを広 げて い くよ うに す る。

(失 敗 を生 か す)

・必 要 に応 じて 、 他 の材 料 を使 う。

・自分 の作 品 にっ い て の想 い や意 見感

想 に ま と め させ る。

・そ の と き に 自分 の想 い と鑑 賞 した 人

との 感 じ方 の 違 い に気 付 か せ る。

・日本 や 世 界 の お面 の載 った プ リン ト

を 配 布。 国 に よ って の違 い な どを説

明 し、 伝 統 や 文 化 にっ いて の理 解 を

深 め る。
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【工 芸 や デザ イ ンな ど】

1題 材 「自分 を映 す もの(鏡 を素材 と して)」 〈3年 ・13時 間 〉

2題 材 設 定 の理 由

中 学 生 は、 発 達 段 階 か らみ て 、 自我 の 萌 芽 の 時 期 で あ る。 自分 の 中 に も う一 人 の 自分 が 存

在 し始 め る時 期 と も言 われ て い る。 その こ と に気 付 き、 多 くの生 徒 は、 自尊 心 と 自己 嫌 悪 感

を 交 措 させ なが ら成 長 して ゆ く。 自 己 を全 面 的 に肯 定 で き な いな が らも、 自分 を認 め られ た

り自分 の考 え て い る こ とや感 じた こと ・感 じて い る こ とを 伝 え た りで きた時 に成就 感 を もっ。

生 徒 は 日々 い ろ い ろ な もの に感 性 が 振 れ て 、 今 日 ・明 日 と変 わ って 行 く。 自分 を 模 索 して い

る この よ うな時 期 に こそ、 感 性 の幅 を広 げ る た め の刺 激 を 与 え 、 多 様 な 経 験 を させ 、 自分 と

い う もの を見 付 け る こ とが大 切 で あ る。

自分 を表 現 す る こ と とは、

自分 そのものを、表現 する。

↓

表現 する自分 が いる ことに、気付 く。

↓

表現する ことによ って、 自分の内面 を見 つめる。

号

新たな 自分に気 付 く

この 繰 り返 しを 続 けて い くこ とで はな い か。

[鏡 に映 る 自分 を 中 心 に、 回 り の空 間 を 自分 な り に創 造 す る とい う課 題]は 、 絵 画 的 な要

素 と、 工 芸 的 な 要 素 とが 混 在 され て い る。 そ の ため 、 どの よ うな技 法 を 用 い るか、 どの よ う

な材 料 ・用 具 を 使 うか な どを 工 夫 で き る題材 で あ る。 板材 、 紙粘 土 、 布 や そ の他 の 素 材 を 用

い た り1・2年 生 の時 に学 ん だ 色 や 構 成 にっ い て の 知 識 を 応 用 した りで き る。

「鏡 に映 る 自分 」 は、 虚 構 の 世 界 の 自分 で あ る と同 時 に、 現 実 の 自分 で もあ る。 鏡 に映 る

顔 は、 明 日 は違 う、 二 度 と同 じ もの は映 らな い。14,15歳 の 生 徒 自身 が 、 そ れ を ど う受 け止

め表 現 しよ うと して い くのか が ね らいで あ る。

3こ の題材で育て る能力

(11自 分 につ いて の主観的 ・客観 的な洞察力

② 自分 のイメー ジす る画面全体 の構成や構造 を考えて、素材 を選択す る力

(3)イ メー ジが生 きる配色 を考え る力

(4}素 材 の もつ テクスチ ェアを効果 的に表現す る仕上 げの方法 および工夫す る力

(5)自 分 の作品 を完成 させ る計画性 ・持続力
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4こ の題 材 に お け る基 礎 ・基 本

自分 の イ メー ジ した形 、 用 途 を考 え構 造 的 に安 定 した形 の両 面 か ら全 体 の構 成 を 考 え る と

と もに、 素 材 ・色 ・技 法 につ いて適 切 な 選択 が で き る よ う次 の 点 を重 視 して 指 導 す る。

o道 具 の扱 い方(電 動 糸 ノ コ盤 ・錐 ・紙 や す り等)o板 材、 紙 粘土 の 扱 い方

oレ リー フに よ る遠近 感 の 表 し方o組 み 立 て ・接 合 の 仕 方

O表 現 に あ っ た色 の選 択 ・着 色 の 仕 方

5学 習 の展 開

導

入

展

開

ま

と

め

時間

2

10

1

学 習 の 活 動

・参 考 作 品 を鑑 賞 し、 題 材 の ね らい、

制 作 の手 順 や要 点 を理 解 す る。

・ア イ デ アス ケ ッチ を十 分 に行 う。

・形 を と る時 は、 大 まか に、 次 第 に細

部 の形 に入 る。

・自分 の イ メ ー ジを生 か せ る表 現 方 法

や 、 素 材 を検 討 し、 制 作 し始 め る。

・シナ ベ ニ ヤ板 や紙 粘 土 を、 使 い分 け

る。

・写 真 ・布 も効 果 的 に使 用 して よ い。

・鏡 の枠 取 りは、 木 材 で し っか り止 あ

る よ うにす る。

・画 面 全 体 の主 調 色 を決 め る。

・仕 上 げ の テ クス チ ュア を決 め る。

・自分 の作 品 の意 図 や イ メー ジを、 再

確 認 す る。

・で き上 が った 作 品 に題 名 を つ け、 展

示 す る。 友 人 の 作 品 を鑑 賞 し、 参 考

に す る。

指 導 上 の 留 意 点

・自分 の[好 きな][嫌 い な]も の[気

にな る][あ こが れ て い る]も の 、 自

分 の 感 じ る[美 しい]も の 、 自 分 が

[似 て い る]も の 自分 の[行 って み た

い世 界]等 々 自分 を 表 現 して い る もの

を、 い くっ か 挙 げて 考 え させ る。

・左 右 対 称 の 安 定 した形 だ けで は な く、

変 化 に富 ん だ動 きの あ る形 。 鏡 の上 を

横 切 る ものが あ って もよ い。

・現 実 の もの を、配 置転 換 す るこ とによ っ

て イ メ ー ジが 変 化 す る こ と も考 え させ

る。

・生 徒 の意 図 を よ く汲 み取 り、 一 人 一 人

に適 切 な ア ドバ イ ス が で き るよ う心 掛

け る。 日頃 の会 話 を大 切 に す る。

・素 材 の選 択 と制 作 は、 組 み立 て可 能 な

もの(重 さ・強度など)を 考 え させ る。

・レ リー フの遠 近 表 現 を応 用 して、 奥行

の あ る構 成 が で き る こ と を知 らせ る 。

・イ メー ジに ふ さわ しい、 色 の もっ 感 じ

に つ い て知 らせ る。

・制 作 の は じめ に立 ち返 り、 変 化 した も

の残 して お きた か った もの な ど にっ い

て 考 え させ る。

・文 化 祭 の 時 や 美 術 室 に展 示 し、 他 学 年

の 生 徒 や 地 域 な ど、 幅 広 い人 に鑑 賞 し

て も ら うよ う機 会 をっ くる。
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【鑑賞、絵 や彫刻】

1題 材 名 「自分 の美 術 館 を創 る」 〈1年 ・2～4時 間〉

(2・3年 で は、 選 択 の 幅 を広 げ て行 う)

系 統 的 な 「鑑 賞 」 で はな く、 多 くの 芸 術 作 品 の 中 か ら自分 の心 に響 く作 品 を 見 付 け 出 す。

2題 材設 定の理由

「鑑 賞」 の学習活動 にお いて、「自分 を表現 す る喜 びは何か」 と考 え ると、 自分 自身 の感

性 を働 かせ、 自分 にとって価値 ある ものを見付 け出す ことで あると言え る。 この実現 に は、

自 らに必要な情報 を選択す るとと もに、 よ り価値 のある情報を求 めて い く中で、 自己を表現

す る喜 びの実感 を得 るよ うな創造力 が必要で ある。

中学校 にお ける美術 の学習 は、美術 の専門家 の育成が 目的で ない。人間が人間 らしく存在

す るための教養や知識、経験 を得 て、美術 と文化 の継承者 となる人間 の育成 を求 めているの

で ある。 そのために、独立 した鑑賞活動 の中で も 「自分 を表現 す る喜 び」 を感 じ ・味 わ う指

導 を工夫すべ きで ある。

す なわち、鑑賞 の学習 で は、他人 の評価 や流行 な どに左右 され ることな く自らの意見 を も

ち、 よ り高 い ものを求 めてい く生 き方 ので きる人 間を育成 す ることが大切 とな ってい るので

あ る。 さらに、他者 の考 え方 や 自分 と違 う感性 の存在を認めるとともに、 自分の感性 も変わっ

てい くものであ ることを理解 し、主 体性 と柔軟性 のあ る鑑賞 の態度 を は ぐくむ ことで あ る。

この結果 として、鑑賞 の能力の基礎 ・基本が身 に付 き、「鑑賞」 の授 業 が よ り身 近 に感 じら

れ もの とな ると考 え る。

3こ の題 材で育てる能 力(評 価の観点)

(1)作 品群の中か ら自分 の感性 にあった作品 を

選 び出す力(情 報 を取捨選択で きる力)

(2}選 んだ作品 に関 して、 自分 の言葉 で批評で

きる力

(3)発 表す る力

(4>ス ケ ッチに表す力

⑤ 他者 の発表 を聞 く態度、理解 しよ うとす る

態度

4こ の題材 における基礎 ・基本

(1}他 者 に左右 されずに行動 す る心

(2)ス ケ ッチ風 の模写 や作品 ・作 家研 究か ら作

者 の心情 や意 図を理解 す る心

(3)他 の人の感性 を認 め る心

冥糊欝

蕊

霧 墜

難 瓢 、

蒲 、㌦ 舞 一

む

ヘ

ヤ

轍薩

麟

響

争

融

隠
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5学 習の展開

時間 学 習 の 活 動 指 導 上 の 留 意 点
一

・副読本 と教科書 の中か ら気 に ・情 報 に流 され な い生 き方 、 自分 ら しい生 き方

導

1
入 った作 品 を選 び、 プ リン ト

に記 入 す る。(3作 品 を 選 択

を学 ぶ た め の学 習 と して位 置 付 け る。

・相 談 しな い で 自分 で選 択 させ る。

入
す る) ・す べ て の作 品 を見 るよ うに させ る。

・自分 が気 に入 った作 品 の 自己 ・自分 の気 に入 った 理 由 を 自分 の 言 葉 で書 く。

批評 と感想 を書 く。
展 ・ス ケ ッチ 風 の 模 写 をす る。 ・1作 品 に20分 ぐ らい を掛 け、 ク ロ ッキ ー の 要

2
・作 品 、 作 者 等 に っ い て 調 べ 、

領 で 行 う。 で き た作 品 をプ リン トに貼 らせ る。

・様 々 な視 点 か ら作 者 や作 品 が 描 か れ た背 景 等

プ リ ン トを作 成 す る。 を調 べ させ る。

開
・作者 の生 き方 や作 品に対す る ・情 報 を調 べ る中 で、同 じ作 品で も様 々 な見 方 ・

情報 を書 き出す。 感 じ方 が あ る こ とに気 付 か せ る。

ま
・プ リン トを基 に 自分 の美術館

の収蔵品 とその作品 に対 す る

・相互評価 と批評 を し合い、 自分 の感性で作品

を選 び、 自分 の言葉 で説明す ることが いか に
と 1

自分の思 いを発表す る。 価値 の あ る こ とか理 解 す る。 ま た、 様 々 な感
め

性 を認 め 合 う ことの 大 切 さ を学 ば せ る。
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Vl研 究 のま とめ

1授 業 研 究 の ま と め

(1)パ ター ン模 様 で は、 は じめ説 明 を聞 い て 「こん な の彫 れ るか な あ」 と言 ってい た生 徒 も、

基 本 的 な技 術 を身 に付 け、 自分 の デ ザ イ ンが 形 に現 れ て 来 る にっ け、 自信 を もち、 よ り美

しい形 へ と目標 を高 め て取 り組 め た。

(2)初 め て の素 材 を前 に して の とま どいが 感 じ られ、 素 材 を た だ触 って い る とい う生 徒 が 多

くい た。 しか し、 基 礎 的 な表 現 を学 び、 一 人 ま た一 人 と形 が で きて い く うち に ヒ ン トが 得

られ るの か、 作業 が進 む よ うに な って い った。 た だ、 提 示 した作 例 や、 進 ん で い る生 徒 の

表現 に似 た表 現 にな る者 もい て、 この よ うな生 徒 は ど こま で 自分 を表 現 した こ とに な るの

か、 疑 問 で あ る。

(3)自 分 の興 味 あ る もの を追 求 す る とい う点 で は、 取 り組 み やす い課 題 で あ る し、 ま た、 表

現方 法 にお い て も自分 の 得 意 とす る技 法 を選 択 で き る こ とに よ り、 自 己表 現 で き る喜 び を

味 わ え た の で は な いか と考 え る。 本 題 材 に お い て一 番 の 問題 は、 自分 の興 味 が 何 処 に あ る

の か 見 付 け られ な い生 徒 の 指 導 で あ り、 今 後 の課 題 の一 つ で あ る。

(4)様 々な 基礎 的 技 法 を体 験 す る うち に、 生 徒 の 表現 の 幅 が広 が った よ うに思 う。 初 め の う

ち は、 他 の様 子 を伺 い 自分 の 表 現 の枠 を越 え られ なか ったが、作 品例 を提 示 す る と堰 を切 っ

た よ うに様 々 な 表 現 が 出 て くる よ うにな っ た。

㈲ 材 料 を選 ば せ た り、 技 法 を 考 え た りす る こ と に よ って 、主 体 的 に取 り組 む生 徒 が増 え た。

特 に 自由 な発 想 が で き る生 徒 に と って は、興 味 を も って取 り組 め た。 さ らに表 現 して い く

上 で 、 個 々 に基 礎 的 な技 能 を 導 いて い くの に個 別 指 導 の 重要 性 を感 じた。

(6)場 面 設 定 を した こと に よ り、 具 体 的 に考 え るこ とが で き、 イ メー ジを スケ ッチ しやす か っ

た よ うに感 じた 。 粘 土 を こね て い くう ち に特 性 を っ か み 、 何 とな くで きた形 か らも工 夫 し

て い く様 子 が 伺 え た。

(7)今 まで は、 発 想 に お いて 素 材 か らイ メ ー ジす る生徒 が 多 か った が 、 まず 自分 の イ メ ー ジ

を大 切 に に して それ を生 か す た め どん な 素 材 が ふ さわ しいか 考 え られ る よ う にな っ た。

(8)与 え られ る鑑 賞 で は な く、 自分 で 作 品 を 選 ぶ 学 習 なの で 、 喜 びを 感 じ意 欲 的 に取 り組 め

て い た。 ス ケ ッチ は意 欲 的 に行 え たが 、 作 者 の 思 いな どを 調 べ る方 法 な どの 基 礎 ・基 本 を

具 体 的 に指 導 す る必 要 性 を感 じた。

2ま とめ と今 後 の 課 題

何 もな い と ころ か ら発 想 し、 主 体 的 に表 現 を展 開 して い く こと は難 し く、 特 に今 の 中学 生

に と って は、 苦 手 とす る と ころ で あ る。 発 想 や表 現 の き っか け と ヒ ン トを与 え る こと は重 要

で あ り、 ど の授 業 研 究 で も工 夫 さ れて い る と こ ろで あ るが 、 それ で は、 そ こか ら自分 な らで

は の 表現 に い きっ け るの か、 自分 を表 現 す る喜 び を感 じる こ とが で き る のか 、 そ の必 要 性 も

含 め て研 究 を深 め て い く こ とが 、 今 後 の課 題 で あ る。
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